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(57)【要約】

【課題】アルキル第３級アルキルエーテルを気相分解し

て、第３級オレフィンと脂肪族アルコールとを各々分離

して回収する方法であって、アルキル第３級アルキルエ

ーテルを気化し、分解に処するまでの間に発生するター

ル状物質の発生を抑制し、もって機器や配管の閉塞問題

を解消し、長期連続運転のプラントを安定的に運転する

ことができるという優れた特徴を有する、第３級オレフ

ィンおよび脂肪族アルコールの製造方法を提供する。

【解決手段】アルキル第３級アルキルエーテルに脂肪族

アルコールを予め添加した後に分解することを特徴とす

る第３級オレフィンおよび脂肪族アルコールの製造方法

。脂肪族アルコールとしては、メタノール、エタノール

等が挙げられる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ ル エ ー テ ル を 気 相 分 解 し て 、 第 ３ 級 オ レ フ ィ ン と 脂 肪 族 ア ル コ ー ル

と を 各 々 分 離 し て 回 収 す る 方 法 で あ っ て 、 ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ ル エ ー テ ル に 脂 肪 族 ア ル

コ ー ル を 予 め 添 加 し た 後 に 分 解 す る こ と を 特 徴 と す る 第 ３ 級 オ レ フ ィ ン お よ び 脂 肪 族 ア ル

コ ー ル の 製 造 方 法 。

【 請 求 項 ２ 】

脂 肪 族 ア ル コ ー ル の 含 有 量 が ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ ル エ ー テ ル １ ０ ０ 重 量 ％ あ た り 、 ２ ～

１ ０ 重 量 ％ と な る よ う に 脂 肪 族 ア ル コ ー ル を 添 加 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 製

造 方 法 。

【 請 求 項 ３ 】

ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ ル エ ー テ ル に 添 加 す る 脂 肪 族 ア ル コ ー ル と し て 、 ア ル キ ル 第 ３ 級 ア

ル キ ル エ ー テ ル の 分 解 に よ っ て 発 生 す る 脂 肪 族 ア ル コ ー ル の 一 部 を リ サ イ ク ル し て 用 い る

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 製 造 方 法 。

【 請 求 項 ４ 】

脂 肪 族 ア ル コ ー ル の 添 加 部 位 が 、 ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ ル エ ー テ ル 分 解 工 程 の 、 ア ル キ ル

第 ３ 級 ア ル キ ル エ ー テ ル 蒸 発 器 の 上 流 部 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 製 造 方 法

。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 第 ３ 級 オ レ フ ィ ン お よ び 脂 肪 族 ア ル コ ー ル の 製 造 方 法 に 関 す る も の で あ る 。

さ ら に 詳 し く は 、 本 発 明 は ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ ル エ ー テ ル を 気 相 分 解 し て 、 第 ３ 級 オ レ

フ ィ ン と 脂 肪 族 ア ル コ ー ル と を 各 々 分 離 し て 回 収 す る 方 法 で あ っ て 、 ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル

キ ル エ ー テ ル を 気 化 し 、 分 解 に 処 す る ま で の 間 に 発 生 す る タ ー ル 状 物 質 の 発 生 を 抑 制 し 、

も っ て 機 器 や 配 管 の 閉 塞 問 題 を 解 消 し 、 長 期 連 続 運 転 の プ ラ ン ト を 安 定 的 に 運 転 す る こ と

が で き る と い う 優 れ た 特 徴 を 有 す る 、 第 ３ 級 オ レ フ ィ ン お よ び 脂 肪 族 ア ル コ ー ル の 製 造 方

法 に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ ル エ ー テ ル を 原 料 と す る 、 第 ３ 級 オ レ フ ィ ン お よ び 脂 肪 族 ア ル コ

ー ル の 製 造 方 法 は 公 知 で あ る 。 こ の 方 法 に お い て 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ で は 、 ジ イ ソ ブ チ

レ ン の 沈 着 に よ る 固 体 酸 触 媒 の 活 性 低 下 、 な ら び に 、 メ タ ノ ー ル 濃 度 の 制 限 に よ る ジ メ チ

ル エ ー テ ル の 生 成 の 抑 制 と 、 メ タ ノ ー ル の 損 失 に つ い て の 課 題 、 ま た 、 特 許 文 献 ２ で は 、

メ タ ノ ー ル 中 へ の 水 分 お よ び ｔ ｅ ｒ ｔ － ブ タ ノ ー ル の 混 入 の 抑 制 と 、 メ タ ノ ー ル お よ び イ

ソ ブ チ レ ン の 損 失 に つ い て の 課 題 の 解 決 方 法 が そ れ ぞ れ 提 案 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、

こ れ ま で の 特 許 文 献 等 に は 、 ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ ル エ ー テ ル を 分 解 に 際 し て 加 熱 、 気 化

し た 場 合 、 タ ー ル 状 物 質 が 発 生 し 、 該 タ ー ル 状 物 質 の 堆 積 が 機 器 や 配 管 の 閉 塞 を 招 き 、 長

期 連 続 運 転 の プ ラ ン ト に お い て 、 運 転 を 継 続 さ せ る 障 害 と な る と い う 問 題 に つ い て は 改 善

策 が 示 さ れ て お ら ず 、 そ の 解 決 が 望 ま れ て い た 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ５ ９ － ８ ８ ４ ３ １ 号 公 報 （ 第 ２ 頁 ～ 第 ６ 頁 ）

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ８ ５ ２ 号 公 報 （ 第 ２ 頁 ）

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 か か る 状 況 に お い て 、 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ ル エ ー

テ ル を 気 相 分 解 し て 、 第 ３ 級 オ レ フ ィ ン と 脂 肪 族 ア ル コ ー ル と を 各 々 分 離 し て 回 収 す る 方

法 で あ っ て 、 ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ ル エ ー テ ル を 気 化 し 、 分 解 に 処 す る ま で の 間 に 発 生 す

る タ ー ル 状 物 質 の 発 生 を 抑 制 し 、 も っ て 機 器 や 配 管 の 閉 塞 問 題 を 解 消 し 、 長 期 連 続 運 転 の
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プ ラ ン ト を 安 定 的 に 運 転 す る こ と が で き る と い う 優 れ た 特 徴 を 有 す る 、 第 ３ 級 オ レ フ ィ ン

お よ び 脂 肪 族 ア ル コ ー ル の 製 造 方 法 を 提 供 す る 点 に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ ル エ ー テ ル を 気 相 分 解 し て 、 第 ３ 級 オ レ フ

ィ ン と 脂 肪 族 ア ル コ ー ル と を 各 々 分 離 し て 回 収 す る 方 法 で あ っ て 、 ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ

ル エ ー テ ル に 脂 肪 族 ア ル コ ー ル を 予 め 添 加 し た 後 に 分 解 す る こ と を 特 徴 と す る 第 ３ 級 オ レ

フ ィ ン お よ び 脂 肪 族 ア ル コ ー ル の 製 造 方 法 に 係 る も の で あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 に よ り 、 ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ ル エ ー テ ル を 気 相 分 解 し て 、 第 ３ 級 オ レ フ ィ ン と

脂 肪 族 ア ル コ ー ル と を 各 々 分 離 し て 回 収 す る 方 法 で あ っ て 、 ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ ル エ ー

テ ル を 気 化 し 、 分 解 に 処 す る ま で の 間 に 発 生 す る タ ー ル 状 物 質 の 発 生 を 抑 制 し 、 も っ て 機

器 や 配 管 の 閉 塞 問 題 を 解 消 し 、 長 期 連 続 運 転 の プ ラ ン ト を 安 定 的 に 運 転 す る こ と が で き る

と い う 優 れ た 特 徴 を 有 す る 、 第 ３ 級 オ レ フ ィ ン お よ び 脂 肪 族 ア ル コ ー ル の 製 造 方 法 を 提 供

す る こ と が で き る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 の 原 料 と な る ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ ル エ ー テ ル は 、 一 般 に ナ フ サ の 水 蒸 気 分 解 に

よ っ て 得 ら れ る Ｃ ４ 炭 化 水 素 混 合 物 か ら 、 ブ タ ジ エ ン を 抽 出 し た 残 り の 留 分 （ ス ペ ン ト Ｂ

Ｂ ） を 原 料 と し て 製 造 さ れ る 。 ス ペ ン ト Ｂ Ｂ の 組 成 の 例 と し て は 、 イ ソ ブ チ レ ン ３ ０ ～ ５

０ 重 量 ％ 、 １ － ブ テ ン １ ０ ～ ４ ０ 重 量 ％ 、 ２ － ブ テ ン １ ０ ～ ２ ０ 重 量 ％ 、 ｎ － ブ タ ン １ ０

～ ２ ０ 重 量 ％ 、 イ ソ ブ タ ン １ ～ １ ０ 重 量 ％ 、 １ ， ３ － ブ タ ジ エ ン ０ ． １ ～ ２ 重 量 ％ 、 プ ロ

パ ジ エ ン ０ ． ０ １ ～ ０ ． ２ 重 量 ％ を 含 む Ｃ ４ 留 分 を 主 成 分 と す る 混 合 物 を 挙 げ る こ と が で

き 、 通 常 は 数 重 量 ｐ ｐ ｍ か ら 数 百 重 量 ｐ ｐ ｍ の ア セ ト ア ル デ ヒ ド を 含 有 す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 ス ペ ン ト Ｂ Ｂ を 原 料 と し て 製 造 さ れ る ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ ル エ ー テ ル と し て は 、 一 般

に メ チ ル 第 ３ 級 ブ チ ル エ ー テ ル （ Ｍ Ｔ Ｂ Ｅ ） が 選 ば れ る 。 製 品 と し て 市 場 に 流 通 し て い る

Ｍ Ｔ Ｂ Ｅ に は 、 通 常 １ 重 量 ｐ ｐ ｍ ～ ０ ． ５ 重 量 ％ の メ タ ノ ー ル が 含 ま れ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 タ ー ル 状 物 質 の 発 生 メ カ ニ ズ ム と し て は 、 ス ペ ン ト Ｂ Ｂ の 組 成 か ら 判 断 す る と 、 ア ル デ

ヒ ド の 重 縮 合 反 応 、 ジ エ ン の 重 合 反 応 、 カ ル ボ ニ ル エ ン 反 応 （ プ リ ン ス 反 応 ） 等 の Ｃ － Ｃ

結 合 生 成 反 応 が 考 え ら れ る 。 そ こ で 本 発 明 者 ら は 種 々 の テ ス ト を 実 施 し 、 本 発 明 に お け る

脂 肪 族 ア ル コ ー ル の タ ー ル 状 物 質 に 対 す る 発 生 抑 制 効 果 を 見 出 し た 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 に お け る ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ ル エ ー テ ル と し て は 、 Ｍ Ｔ Ｂ Ｅ を 挙 げ る こ と が で

き る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 に お け る 第 ３ 級 オ レ フ ィ ン と し て は 、 イ ソ ブ チ レ ン を 挙 げ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 に お け る 脂 肪 族 ア ル コ ー ル と し て は 、 メ タ ノ ー ル 、 エ タ ノ ー ル 等 が 挙 げ ら れ る が

、 前 記 の 如 く 製 品 と し て 市 場 に 流 通 し て い る Ｍ Ｔ Ｂ Ｅ に は 、 通 常 １ 重 量 ｐ ｐ ｍ ～ ０ ． ５ 重

量 ％ の メ タ ノ ー ル が 含 ま れ て い る こ と 、 ま た 、 Ｍ Ｔ Ｂ Ｅ の 分 解 に よ っ て 発 生 す る こ と か ら

メ タ ノ ー ル が 好 適 に 用 い ら れ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ ル エ ー テ ル を 分 解 す る 方 法 と し て は 、 特 に 制 限 は な く 、 た と え ば

反 応 器 に 触 媒 と し て ア ル ミ ニ ウ ム 含 有 シ リ カ 触 媒 を 充 填 し 、 こ の 反 応 器 に ア ル キ ル 第 ３ 級

ア ル キ ル エ ー テ ル を 通 じ る こ と で 分 解 す る 方 法 を 挙 げ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 第 ３ 級 オ レ フ ィ ン と 脂 肪 族 ア ル コ ー ル と を 各 々 分 離 し て 回 収 す る 方 法 と し て は 、 た と え
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ば 、 蒸 留 に よ っ て 第 ３ 級 オ レ フ ィ ン お よ び こ れ に 僅 か に 共 沸 す る 脂 肪 族 ア ル コ ー ル と 、 主

と し て 脂 肪 族 ア ル コ ー ル か ら な る 留 分 と を 分 離 し た 後 に 、 第 ３ 級 オ レ フ ィ ン に 共 沸 し た 脂

肪 族 ア ル コ ー ル を 水 に よ っ て 抽 出 し て 第 ３ 級 オ レ フ ィ ン を 得 、 蒸 留 に よ っ て 分 離 さ れ た 主

と し て 脂 肪 族 ア ル コ ー ル か ら な る 留 分 と 、 水 に よ っ て 抽 出 し た 第 ３ 級 オ レ フ ィ ン に 共 沸 し

た 脂 肪 族 ア ル コ ー ル と の 混 合 物 を 蒸 留 に よ っ て 分 離 し て 、 脂 肪 族 ア ル コ ー ル と 排 水 を 得 る

方 法 を 挙 げ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 発 明 に お い て は 、 ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ ル エ ー テ ル を 分 解 し て 、 第 ３ 級 オ レ フ ィ ン と

脂 肪 族 ア ル コ ー ル を 製 造 す る に 際 し 、 予 め 脂 肪 族 ア ル コ ー ル を 添 加 す る 。 ア ル キ ル 第 ３ 級

ア ル キ ル エ ー テ ル １ ０ ０ 重 量 ％ あ た り の 脂 肪 族 ア ル コ ー ル の 含 有 量 は ２ ～ １ ０ 重 量 ％ で あ

る が 、 好 ま し く は ２ ～ ７ 重 量 ％ と な る よ う に 脂 肪 族 ア ル コ ー ル を 添 加 す る 。 脂 肪 族 ア ル コ

ー ル の 含 有 量 が 過 少 で あ る と 、 タ ー ル 状 物 質 の 発 生 を 抑 制 す る 十 分 な 効 果 が 得 ら れ な い 場

合 が あ り 、 一 方 、 含 有 量 が 過 多 で あ る と 、 後 工 程 で の 処 理 量 が 増 大 し 、 経 済 的 に 不 利 と な

る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ ル エ ー テ ル に 脂 肪 族 ア ル コ ー ル を 添 加 す る 方 法 、 な ら び に 部 位 と

し て は 、 ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ ル エ ー テ ル と 脂 肪 族 ア ル コ ー ル が 均 一 に 混 合 さ れ て い れ ば

よ く 、 た と え ば ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ ル エ ー テ ル を ポ ン プ で 昇 圧 す る 場 合 に 、 ポ ン プ の 吸

込 側 に お い て ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ ル エ ー テ ル の 輸 送 配 管 に 脂 肪 族 ア ル コ ー ル の 供 給 配 管

を 合 流 さ せ 、 ポ ン プ に 供 給 す る 方 法 を 挙 げ る こ と が で き る 。 ま た 、 ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ

ル エ ー テ ル の 合 成 工 程 を 併 せ 持 つ 場 合 、 第 ３ 級 オ レ フ ィ ン に 対 す る 脂 肪 族 ア ル コ ー ル の 使

用 比 率 を 上 げ る こ と で も 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。 し か し な が ら 、 未 反 応 の 脂 肪 族 ア ル コ ー

ル が 多 量 に 残 存 し 、 ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ ル エ ー テ ル 合 成 工 程 後 の 分 離 工 程 に お け る 分 離

を 難 し く す る た め 、 脂 肪 族 ア ル コ ー ル の 添 加 部 位 は 、 ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ ル エ ー テ ル 分

解 工 程 の 、 蒸 発 器 の 上 流 部 で あ る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ ル エ ー テ ル へ の 脂 肪 族 ア ル コ ー ル の 添 加 は 間 欠 的 に 行 わ れ て も よ

い が 、 ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ ル エ ー テ ル 中 の 脂 肪 族 ア ル コ ー ル 濃 度 を 一 定 に 保 ち 、 よ り 安

定 的 に タ ー ル 状 物 質 の 発 生 を 抑 制 す る た め に は 、 連 続 的 に 脂 肪 族 ア ル コ ー ル を 添 加 す る こ

と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 本 発 明 の 方 法 に お け る ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ ル エ ー テ ル に 添 加 す る 脂 肪 族 ア ル コ ー ル と

し て 、 ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ ル エ ー テ ル の 分 解 に よ っ て 発 生 す る 脂 肪 族 ア ル コ ー ル の 一 部

を リ サ イ ク ル し て 用 い る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ス ペ ン ト Ｂ Ｂ お よ び メ タ ノ ー ル を 原 料 と

し て Ｍ Ｔ Ｂ Ｅ を 合 成 し 、 Ｍ Ｔ Ｂ Ｅ を 分 解 し て イ ソ ブ チ レ ン と メ タ ノ ー ル を 製 造 す る 場 合 に

は 、 添 加 し た メ タ ノ ー ル は 、 分 解 生 成 物 の 一 部 と し て Ｍ Ｔ Ｂ Ｅ の 合 成 に 有 効 に 利 用 す る の

に 好 適 で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 図 １ は ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ ル エ ー テ ル を 分 解 し て 、 第 ３ 級 オ レ フ ィ ン と 脂 肪 族 ア ル コ

ー ル と を 各 々 分 離 し て 回 収 す る プ ロ セ ス の 一 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ ル エ ー テ ル １ の 輸 送 配 管 に 、 脂 肪 族 ア ル コ ー ル ２ の 供 給 配 管 を 合

流 さ せ て ポ ン プ ３ に 導 入 す る 。 脂 肪 族 ア ル コ ー ル が 添 加 さ れ た ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ ル エ

ー テ ル は 、 蒸 発 器 ４ に お い て 気 化 さ れ 、 廃 熱 回 収 器 ５ お よ び 予 熱 器 ６ で 加 熱 さ れ た 後 に 分

解 反 応 器 ７ へ 導 入 さ れ 、 第 ３ 級 オ レ フ ィ ン と 脂 肪 族 ア ル コ ー ル に 分 解 さ れ る 。 第 ３ 級 オ レ

フ ィ ン と 脂 肪 族 ア ル コ ー ル は 、 廃 熱 回 収 器 ５ で 冷 却 さ れ た 後 に 分 離 工 程 ８ に お い て 分 離 さ

れ 、 第 ３ 級 オ レ フ ィ ン に 僅 か に 含 ま れ る 脂 肪 族 ア ル コ ー ル は 、 抽 出 工 程 ９ に お い て 供 給 さ

れ る 水 １ ０ に よ っ て 抽 出 さ れ 、 製 品 第 ３ 級 オ レ フ ィ ン １ １ を 得 る 。 一 方 、 分 離 工 程 ８ に お

い て 分 離 さ れ た 脂 肪 族 ア ル コ ー ル と 、 抽 出 工 程 に お い て 水 に よ っ て 抽 出 さ れ た 脂 肪 族 ア ル

コ ー ル は 、 精 製 工 程 １ ２ に 送 ら れ 、 排 水 １ ４ が 分 離 さ れ 、 製 品 脂 肪 族 ア ル コ ー ル １ ３ を 得
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る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ ２ １ 】

　 次 に 本 発 明 を 実 施 例 に よ り 説 明 す る 。

　 実 施 例 １

　 図 １ の 工 程 に よ り 、 お よ そ ０ ． ５ ～ ０ ． ９ 重 量 ％ の メ タ ノ ー ル を 含 む Ｍ Ｔ Ｂ Ｅ を 原 料 と

し て 、 イ ソ ブ チ レ ン と メ タ ノ ー ル を 製 造 し た 。 前 記 原 料 由 来 の メ タ ノ ー ル を 含 め 、 Ｍ Ｔ Ｂ

Ｅ １ ０ ０ 重 量 ％ あ た り の 含 有 量 が ２ 重 量 ％ 以 上 に な る よ う に メ タ ノ ー ル を 連 続 的 に 添 加 し

た 。 そ の 後 、 蒸 発 器 に よ り Ｍ Ｔ Ｂ Ｅ を 気 化 さ せ 、 廃 熱 回 収 器 な ら び に 予 熱 器 に よ っ て 加 熱

し た 後 に 、 ア ル ミ ニ ウ ム 含 有 シ リ カ 触 媒 が 充 填 さ れ た 分 解 反 応 器 に 通 じ 、 Ｍ Ｔ Ｂ Ｅ を 分 解

し た 。 Ｍ Ｔ Ｂ Ｅ の 分 解 に よ っ て 得 ら れ た イ ソ ブ チ レ ン と メ タ ノ ー ル を 廃 熱 回 収 器 で 冷 却 し

、 第 １ の 蒸 留 塔 で 分 離 し た 。 塔 頂 か ら 得 ら れ る イ ソ ブ チ レ ン に 僅 か に 含 ま れ る メ タ ノ ー ル

を 、 抽 出 塔 に お い て 水 に よ っ て 抽 出 し 、 塔 頂 に 製 品 イ ソ ブ チ レ ン を 得 た 。 第 １ の 蒸 留 塔 の

塔 底 か ら 得 ら れ た メ タ ノ ー ル と 、 抽 出 塔 の 塔 底 か ら 得 ら れ た メ タ ノ ー ル 水 を 第 ２ の 蒸 留 塔

で 分 離 し 、 塔 頂 に 製 品 メ タ ノ ー ル を 、 塔 底 に 排 水 を 得 た 。 ま た 、 蒸 発 器 の 下 流 部 で の 機 器

や 配 管 の 閉 塞 状 態 を 確 認 す る た め 、 該 蒸 発 器 の 圧 力 の 経 時 変 化 を 測 定 し た 。 ３ ２ ５ 日 間 運

転 し た が 、 運 転 日 数 ７ ６ 日 ～ ３ ２ ３ 日 の 間 で の 、 タ ー ル 状 物 質 の 堆 積 に よ る 圧 力 の 上 昇 は

５ ｋ Ｐ ａ Ｇ 程 度 で あ っ た 。 ま た 、 そ の 後 の 開 放 点 検 の 結 果 、 機 器 や 配 管 へ の タ ー ル 状 物 質

の 堆 積 は 微 量 で あ る こ と を 確 認 し た 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 比 較 例 １

　 本 発 明 に よ る メ タ ノ ー ル の 添 加 を 実 施 し な か っ た こ と 以 外 は 、 実 施 例 １ と 同 様 に 行 っ た

。 ３ ６ ５ 日 間 運 転 し た と こ ろ 、 運 転 日 数 ７ ６ 日 ～ ３ ２ ３ 日 の 間 で 、 タ ー ル 状 物 質 の 堆 積 に

よ り 前 記 の 蒸 発 器 の 圧 力 が ８ ０ ｋ Ｐ ａ Ｇ 程 度 上 昇 し 、 そ の 後 の 開 放 点 検 の 結 果 、 機 器 や 配

管 の 各 部 に 多 量 の タ ー ル 状 物 質 の 堆 積 が 観 測 さ れ た 。 結 果 を 表 １ に 示 す 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 表 １ に 示 し た 運 転 日 数 に よ る 蒸 発 器 圧 力 の 変 化 を 、 グ ラ フ 化 し て 図 ２ に 示 す 。 実 施 例 １

で は 蒸 発 器 圧 力 は 大 き な 変 化 が 現 れ て い な い の に 対 し 、 運 転 日 数 が お よ そ ２ ５ ０ 日 を 越 え

る と 比 較 例 １ で は 圧 力 の 上 昇 が 著 し く 、 長 期 に わ た る 連 続 運 転 を 行 う た め に は 、 実 施 例 1

の 如 く 本 発 明 に よ る メ タ ノ ー ル の 添 加 が 必 要 で あ る こ と が 分 か っ た 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

【 表 １ 】

　 注 ） 上 記 表 １ の － は 、 メ タ ノ ー ル 含 有 量 を 測 定 し て い な い こ と を 示 す 。 た だ し 、 原 料 で

あ る Ｍ Ｔ Ｂ Ｅ に ０ ． ５ ～ ０ ． ９ 重 量 ％ 程 度 含 ま れ て い る の で 、 実 施 例 １ に お い て は 、 Ｍ Ｔ

Ｂ Ｅ １ ０ ０ 重 量 ％ あ た り の 含 有 量 が 合 計 ２ 重 量 ％ 以 上 に な る よ う に メ タ ノ ー ル を 連 続 的 に

添 加 し 、 比 較 例 １ に お い て は メ タ ノ ー ル の 添 加 は 行 っ て い な い 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ ２ ５ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 、 ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ ル エ ー テ ル を 分 解 し て 、 第 ３ 級 オ レ フ ィ ン と 脂

肪 族 ア ル コ ー ル と を 各 々 分 離 し て 回 収 す る プ ロ セ ス の 一 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 表 １ と し て 示 し た 実 施 例 １ お よ び 比 較 例 １ を グ ラ フ 化 し た 図 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 １ 　 　 ア ル キ ル 第 ３ 級 ア ル キ ル エ ー テ ル

　 ２ 　 　 脂 肪 族 ア ル コ ー ル

　 ３ 　 　 ポ ン プ

　 ４ 　 　 蒸 発 器

　 ５ 　 　 廃 熱 回 収 器

　 ６ 　 　 予 熱 器

　 ７ 　 　 分 解 反 応 器

　 ８ 　 　 分 離 工 程

　 ９ 　 　 抽 出 工 程

　 １ ０ 　 水

　 １ １ 　 製 品 第 ３ 級 オ レ フ ィ ン

　 １ ２ 　 精 製 工 程

　 １ ３ 　 製 品 脂 肪 族 ア ル コ ー ル

　 １ ４ 　 排 水

【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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